
工事発注において、予定価格超過や入札参加者がいないことなどを理由として、入札のとりやめや

不調が予測される工事について不調不落対策を試行しております。

今回発注する「Ｒ３国道２９８号千葉外環道路植栽工事」については、以下のとおり不調・不落対策

を試行及び採用します。

① 「見積活用方式」

本工事は、市街地であり、側道交通及び沿道住宅等の出入りを確保しながらの狭隘な箇所での施

工となるため、作業効率が低下することが懸念されます。このため、入札者から見積の提出を求め、

その価格の妥当性を検証のうえ、予定価格に反映する「見積活用方式」を試行します。

見積を求める工種は、標準的な積算と乖離が予想される工種より選定しています。

② 「間接工事費実績変更方式」

本工事は、運搬費・安全費において、標準的な積算と実勢価格に乖離が生じることが予想される

ため、その妥当性を確認のうえ実績により共通仮設費（率分）について変更する「間接工事費実績

変更方式」を試行します。

③ 「難工事指定」

工事を適切に完成させた場合、その後の発注工事における総合評価項目「難工事施工実績評価対

象工事(試行)」を加点対象とする「難工事指定」を採用します。

④ 「余裕期間制度（任意着手）」

受注者の円滑な工事施工体制の確保を図るため、事前に建設資材、労働者確保等の準備を行うこ

とができる「余裕期間制度」を採用します。
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Ｒ３国道２９８号千葉外環道路植栽工事において、「見積活用方式」及び「間
接工事費実績変更方式」を試行し、併せて「難工事指定」、「余裕期間制度
（任意着手）」を採用します。
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《工事概要》

（１）工 事 名 ：Ｒ３国道２９８号千葉外環道路植栽工事

ちばけん いちかわし ほりのうち１ちょうめ

（２）工事場所：自）千葉県市川市堀之内１丁目

ちばけん いちかわし こくぶん1ちょうめ

至）千葉県市川市国分１丁目

（３）工 期：工事の始期から１５１日間（工事着手期限：令和４年１１月１日）

（４）入札方式：総合評価方式（施工能力評価（Ⅱ型））施工体制確認型

（５）工事種別：造園工事 Ａ

（６）工事内容（概要）： 道路植栽工 １ 式

作業土工 １ 式

植樹 ９０ 本

地被類植付 2,４８４ ㎡

《見積活用方式について》

○見積の提出を求める工種

・直接工事費のうち、「道路植栽工」

○見積の提出を求める理由

道路植栽の施工箇所は、市街地であり沿道全域に住宅や店舗が連坦している地域です。

施工にあたっては、現道交通及び沿道店舗等の出入り、かつ歩行者・自転車の通路を確保し

ながら限られた狭隘な作業ヤード内での施工となるため、標準的な積算と実勢価格に乖離が

生じると考えられることから、入札者から見積の提出を求め、その価格の妥当性を検証の上、

予定価格に反映する「見積活用方式」を試行します。

《間接工事費実績変更方式について》

○実績により変更を行う工種

・共通仮設費（率分）のうち、「安全費」及び「運搬費」

○実績により変更を行う理由

本工事箇所は、市街地であり沿道全域に住宅や店舗が連坦している地域です。そのため、

現道交通、沿道店舗等の出入り及び歩行者・自転車の安全を確保しながら施工しなければな

らず、交通規制帯をこまめに設置して施工を行う必要あるため、「安全費」において標準歩

掛との乖離が想定されます。

また、沿道全域に住宅や店舗が連坦していることから、施工箇所周辺に資機材置き場の確

保が困難であり、その都度資機材の搬出入が必要となるため、「運搬費」において標準積算

と乖離が想定されます。

以上の点より、間接工事費実績変更方式の対象項目として「安全費」「運搬費」を対象と

します。
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《難工事指定について》

本工事は、施工箇所が沿道に店舗や住宅等が連担しており、歩行者・自転車道、副道が相互

に接道しており、小まめな交通処理が強いられる作業環境です。また狭隘な作業ヤ－ド内の施

工となるため作業スペースの確保が困難であり、厳しい施工条件であるため、「難工事指定」

を採用します。

「難工事指定」された工事は、完成時に７０点以上の工事成績を通知された場合、今後発注

される「難工事施工実績評価対象工事（試行）」の総合評価の評価項目において加点対象とな

ります。また、加点対象となる期間は、審査基準日の月以前の１年間に元請けとして、完成・

引渡しが完了した施工実績が加点対象となります。

また、主任（監理）技術者または現場代理人として従事した経験について、審査基準日の月

以前の4年間が評価対象となります。

《余裕期間制度（任意着手）について》

本工事は、受注者の円滑な工事施工体制の確保を図るため、事前に建設資材、労働力確保等

の準備を行うことができる余裕期間を設定した工事であり、発注者が示した工事着手期限の間

で受注者は工事の始期を任意に設定することができます。受注者が決定した工事の始期までが

余裕期間となります。なお、工事の始期までの余裕期間内は、監理技術者等の配置が不要とな

ります。

《スケジュール》

○入札公告、入札説明書、見積依頼書 交付 ：令和４年７月２８日（木）

○競争参加資格確認申請書・資料、見積書 提出期限 ：令和４年８月２４日（水）

○入札書・工事費内訳書 提出期限 ：令和４年９月１５日（木）

○開札日 ：令和４年９月２１日（水）


